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月刊グラフィックサービス　発行趣意

　月刊『グラフィックサービス』は、一般社団法人日本グラフィックサービス工業会会員、関係諸団体およびすべての
ステークホルダーの皆様に、自社の質的向上に役立ち、知恵と勇気を分かち合うことを目指し発行するものです。
　本会の存在意義である人間交流スペースを構築し、社会の多様な要請にタイムリーに対応しつつ、共通の経営課題を
持つ会員をネットワーク化し、その交流を積極的に支援するとともに小さいことでも有利となる経営施策も発信する情
報ターミナルとなることを理想とします。
　またその情報発信手段は誌面にとどまらず、環境に応じて多様な発信方法を検討、遂行することを責務とします。

【概　要】

発行回数	 月 1回 /年間 12 回	 配布方法	 ・全会員へ直接郵送

購　読　料	 ジャグラ会員は無償（会費に含む）	 　　　	 ・ジャグラホームページからのダウンロード

	 ・希望企業、団体への有償配布

親愛なる JaGra 諸氏
いつもお世話になっております。2026 年度の JaGra
文化典大阪大会の実行委員長を仰せつかっております木原
です。１年半前の 2024 年９月にキックオフした大会準
備プロジェクトも開催まで後２か月。いよいよ大詰めです。
「未来を創ろう～叡智の台所　なにわの地にて」をメイ
ンテーマにスタッフ一同協力して練り上げたコンテンツも
９割方完成し、細部の詰めを行いながら後は準備万端、み
なさまをお迎えする段となりました。コンテンツの内容が
参加者一人一人にどう響き、どのような未来を創ることに
資するのか、それは参加者各人によって異なる部分ではあ
ります。大会の真の目的は、良質なコンテンツを用意する
ことで造られたプラットフォームにまずは一人でも多くの
ジャグリストたちが集うこと。交わること。そのことによ
り新たな出会いが生まれ、学びが育まれること。各々に新
たな知見が生まれることによりそれらを持ち帰り、社業を
発展させ、５年後 10年後に「あの時の大阪大会での出会
いや学びがあり今がある。参加して本当によかった」と思
う人が一人でも二人でも現れること。そのような意義のあ
る大会にすべく、スタッフ一同最後の詰めに当たっており
ます。
印刷業界は斜陽産業と言われて久しく、暗いニュースも
目立ちます。残念ながら退場を余儀なくされる方も少なか
らずいらっしゃいます。しかしだからといって未来を儚み
現状にただ安住する、立ち止まるだけでは未来を創れない
のではないでしょうか。印刷業界にも素晴らしい会社、経
営者、働く人、支えてくれる人、その家族の人たちも含め
て多くの愛すべき関わる人たちがいます。私たち経営者は
その人たちのためにも不撓不屈、粉骨砕身の心持ちで経営
に取り組むべきだと思います。幸いなことに多くのジャグ
リスト、またそこにつながる業界の仲間たちには斜陽の中
にあっても事業を拡張されている人、業績を伸ばし優秀な
スタッフに囲まれ順風満帆の人が多くいます。大阪大会に
もそのような方が多く来られます。優勝劣敗の優の方、玉

石混交の玉の方と積極的に交わり是非みなさまの課題解
決、社業発展にお役立てください。経営者の課題は営業、
マーケテイングもそうですが、その他にも多岐にわたりま
す。悩ましい採用問題、雇用の継続、事業承継など人の問
題はその最たるものでしょう。それらの課題には全くの異
業種、乖離した事業規模の経営者とは話が噛み合わないこ
とも多いです。当然誰にでも気軽に相談できるわけではあ
りませんので是非みなさま各人で、それらについても相談
できる、お互い忌憚ない前向きな意見交換ができる本当の
仲間を見つけてください。その点ジャグラには人間的に信
用できる誠実な方がとても多いと思います。私自身、大会
が終わってもそういう素晴らしい多くのジャグリストのみ
なさまとのご縁を大切にしていきたいと考えております。
大会の成功の定義とは何なのか。定量的に測るとすれば
まずは一人でも多くの方にご参加いただくこと、これに尽
きると思います。いくら立派な入れ物を用意しても、人が
集わないことには意味がありません。参加するにはお金が
かかります。遠方だと交通費も嵩むことは重々承知してお
ります。しかしその投資分は充分回収できるだけの場づく
りを一所懸命させていただきます。参加者のみなさまもと
もに良質な場づくりにご参画ください。
私自身、先代の頃からジャグラとそこにいる多くの人た
ちにいろいろなことを教わり、お世話になってまいりまし
た。今回大阪大会の実行委員長をお引き受けさせていただ
くことができ、多くの人たちに支えられここまでやってこ
られました。最後まで気を引き締めて他でもない私自身が
不撓不屈、粉骨砕身の覚悟で本事業をまっとうし、みなさ
ま方への「報恩」がわずかでも果たせれば、この上ない喜
びでございます。
最後になりましたが、大会を開催するにあたり多くのみ
なさまからご協賛いただきました。おかげさまで大会を開
催できますことを心より感謝申し上げます。
ジャグラよ永遠に　私たちの未来が煌めく恒星のごとく
燦然と輝き続けること　確信いたします。

C O N T E N T S
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2026年２月18日～20日の３日間、印刷メディアビジ
ネスの総合イベント	page2026	がサンシャインシティコ
ンベンションセンター（東京・池袋）で開催された。来場
者数はコロナ禍以降毎年伸びていて、今回も 27,478 名	
（３日間合計）と記録を更新した（グラフ１）。
今回のpage で筆者が注目したのは、以下３つのトピッ
クであった：
＊最新の自動化・省力化・DXソリューション
＊デジタル印刷機の最新動向
＊AI 時代の付加価値の高い印刷物
本稿では、これら注目トピックをご紹介しながら、会場
で見つけたジャグラコンパクトDXそして『AI 時代のコ
ンパクトDX』をさらに進めるためのヒントもお伝えする。

最新の自動化・省力化・
DXソリューション

中小企業庁によれば、デジタル化は「いままでの業務を
効率的にすること」、DXは「新しいビジネスの仕組みを
構築して競争力を高めること」にそれぞれ主眼が置かれて
いる。
page2026 の特徴のひとつに、中小印刷会社の自動化・
省力化・DXを促進する、AI を活用した様々な印刷機材や
印刷会社向けサービスが提案されていたことが挙げられ
る。それらが対象とする分野も広がっていて、筆者が会場

で取材したものだけでも、プリプレスを中心に営業・マー
ケティング、工務、製造、検査など様々なものがあった。
例えば、富士フイルム「Revoria	Cloud	Production	
ジョブビルダー」。これは、蓄積してきた過去の実績デー
タを学習したAI が、営業や生産管理者が入力する代わり
に製造仕様などを自動生成するソフトウェアである。
リンクキューブ（石川県野々市市）は、折込チラシなど
で使われる商品小組をAI で自動組版するソフトウェアを
展示。このAI は導入企業がそれまでに制作したデザイン
データを学習するため、自社の知見を反映したものを効率
的に制作できるようになる。また、店頭 POPやバナー広
告などへの応用も考えられる（写真１）。
日本電子計算（東京都千代田区）は、ノーコードで独自
のAI エージェントを構築できる「つなぎAI（読み方：つ
なぎあい）」を紹介した。AI エージェントも自動化・省力
化・DXに大きく貢献することから、中小印刷会社でも使
いやすいAIエージェントが今後増えることが期待される。
会場では、ロボットを活用した様々な自動化・省力化ソ
リューションのデモも行われていた。ホリゾンの「ロボッ
ト投入無線綴じシステム」は、無線綴じ機	iCE	BINDER	
BQ-300	で無線綴じ加工された冊子を、三方断裁機	iCE	
TRIMMER	HT-300	で仕上げ断裁するというもの。この
システムでは、協働ロボットは「無線綴じ機への本身供給」
「綴じ加工後の断裁機への受け渡し」という２役を１台で
果たしていた。

国内最大級のオンデマンド製作会社	シンクイノベー
ション（愛知県名古屋市）は、缶バッジ自動機やOPP 梱
包機など、グッズ製造の自動化・省力化を大きく進める機
材を提案していた。これらは、同社が自社業務を自動化・
省力化するために開発した機材である。自社ノウハウを外
販する取り組みも、DXのヒントになる。
印刷革新会は、DAM（デジタルアセットマネジメント）・
MA（マーケティングオートメーション）・MIS・自動組
版システム・デジタル印刷機・後加工機などを連携させた
仕組みの紹介と運用のデモを行った。データ管理も含めて
業務を囲い込むこの仕組みは、価格競争からの脱却を目的
としている。あわせて、各工程の作業実績をMIS に戻す
ことで、単品損益を把握できることも紹介された（写真２）。
なお、印刷革新会は印刷会社３社（クイックス、佐川印
刷、正文舎）とメーカー５社（リコー、ホリゾン、JSPIRITS、
コニカミノルタ、SCREEN	GA）が協力して設立した組織
で、（システムや設備の革新ではなく）人の意識改革を重
視した取り組みを行うことを目的としている。

デジタル印刷機の最新動向

page 会場では、富士フイルム	Revoria	Press	PC2120
（６色機、印刷速度	A4	120 ページ /分、昨年 12月発売）、
コニカミノルタ	AccurioPress	C5080（４色機、印刷速

度	A4ヨコ	81 枚 / 分、今年１月発売）など、最新フルカ
ラートナー機の展示・デモも行われた。
これら２つの新機種には、「前モデルと印刷速度が同じ」

「運用の自動化・効率化を強くアピール」といった共通点
がある。トナー機の競合ポイントは、「印刷速度」から「運
用の自動化・効率化」にシフトしているようだ（写真３）。
ただ、これら２機種の「運用の自動化・効率化」実現方
法には違いがある。富士フイルムRevoria	Press	PC2120
は、最適な用紙設定・画質設定を提案する独自AI 技術で
実現している一方、コニカミノルタAccurioPress	C5080
は、センサーを活用して熟練オペレーターでも判断できな
い用紙特性や機器環境に応じた設定を自動化・効率化して
いる。自動化・効率化実現方法の開発にもコストがかかり、
そのコストは価格にも反映されることから、今後はこの部
分にも注目していきたい。
国際印刷機材展	drupa2024	で大きな話題となったフ
ルカラー枚葉インクジェット機は、page 会場でも存在感
を高めていた。枚葉インクジェット機が注目される理由の
ひとつに「高い印刷速度」がある。例えば、B3/A3サイズ
枚葉水性インクジェット機	キヤノン	varioPRINT	iX3200
（４色機）の印刷速度は 320 枚 / 分（A4 サイズ・両面）
である。
キヤノンブースでは、varioPRINT	iX3200	がグーフ（東
京都目黒区）の印刷生産・研究開発拠点「goof.CAMPUS」
（神奈川県横浜市）に導入されたこと、ホリゾンのショー
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ルーム Horizon Innovation Park（滋賀県高島市）に今
春導入されることが紹介されていた（写真４）。
理想科学工業ブースでは、A3サイズ枚葉インクジェッ
ト機VALEZUS T2200（330枚 /分）・ORPHIS GL9730
（165 枚 / 分）の実機デモが行われた（ともに５色機）。
これらは油性インク機で、「インク乾燥の熱源を必要とし
ないため環境負荷を低く抑えられる」という特徴がある。
リコーと大塚商会は、IGAS2022 で世界初出展された
商業印刷市場向け B2 枚葉水性インクジェット機 Pro 
Z75（４色機、4,500 枚 / 時）の動画やサンプルを展示。
page期間中に開催されたKOMORI 新春内覧会 2026（２
月 19日・20日、小森コーポレーション つくばプラント）
では、２月１日発売の B2 枚葉 UV インクジェット機 
J-throne 29 のデモも行われた。
デジタル印刷機のバリエーションが増えたことで、中小
印刷会社がDXを進める上で重要な要素である「自社に
合った生産性の高い／高い付加価値を実現できる仕組み」
に適切な機種を選びやすくなっている。

AI 時代の付加価値の高い印刷物

AI 時代には、（デジタルメディアにはない）質感や存在
感を持ち、実際に触れることができる印刷物の価値は、こ
れまで以上に高まることが見込まれる。page 会場でも、
たくさんの「AI 時代の付加価値の高い印刷物」の候補が
見つかった。
例えば、「Webに誘導できる印刷物」。AI においてデー
タは非常に重要な役割を果たす。データの量や質は、AI
の性能や精度などに大きく影響するからである。そのデー
タを取得するのに役立つ印刷物は、AI 時代に高い価値を
持つと考えられる。

会場では、奥村印刷（東京都北区）が開発した Smart 
Meishi（スマート名刺）、研美社（大阪府大阪市）のデジ
タル名刺「nearby（ニアバイ）カード」、アピックス社（大
阪府大阪市）のステッカータイプNFC タグなど、NFC
（Near Field Communication、近距離無線通信）を使っ
てWebに誘導する印刷物やサービスが様々なブースで提
案されていた。
「コミュニケーションを膨らませる印刷物」も、AI 時代
の高付加価値印刷物のひとつになるであろう。日本グラ
フィックサービス工業会（JaGra）ブース DX BAR には、
ジャグラが取り組む活動をフランス料理のコースメニュー
仕立てで紹介する「ジャグラメニュー」が置かれていた。
レストランのメニュー形式だからなのか、目を通している
とオススメを聞いたり、分からないこと・疑問に思ったこ
とを相談したくなったりする（写真５）。
多田紙工（埼玉県さいたま市）は、様々な色の紙製ファ
イル「ペーパーファイル」にマンガをモノクロ印刷したも
のを展示。今回は同社の商材・サービスを紹介するマンガ
だったが、保険の提案書や事業・サービスの企画書、商品
カタログなど、中に入れる書類に合ったマンガを印刷した
「マンガペーパーファイル」を使うと、資料内容をご説明
する前から興味を持っていただけて話がスムーズに進みそ
うである（写真６）。
また、トレーディングカード・ステッカー・アクリルグッ

ズといった「個人の『好き！』に刺さる印刷物」や、大入
（京都府京都市）ブースに展示された「伝統／文化／職人
技に触れられる印刷物」、ジャグラコンパス 避難所マップ
のような「『ネットにつながらない！？』ときに役立つ印刷物」
なども、AI 時代に付加価値が高まる印刷物の有力な候補
だと考えられる。

まとめ：�『AI 時代のコンパクトDX』
で売上・利益を伸ばそう！

筆者は、中小印刷会社がDXをさらに進めるのに、AI
は強力な武器になると考える。確かに、AIはこれまでの「当
たり前」を破壊することもあろう。その一方で、人手不足
や物価高といった厳しい状況の中でも、印刷物の企画・制
作・製造の生産性を高めるのに大いに役立つ。
また、イベントの企画・集客・開催、地元ステークホル
ダーとの関係進化、新規顧客や販路の開拓など、「地域活
性化」や「業態進化」に不可欠な活動の負担軽減／生産性
向上にも、AI は大きく貢献することが期待される。
デジタル化がこれまで以上に進むAI 時代において、印
刷物はどんどん特別な・貴重な・贅沢なものになっていく

であろう。AI 時代の付加価値の高い印刷物を企画・製造・
活用する知見は、中小印刷会社のDX、特に競争力向上に
おいて重要な役割を果たす。
page2026 会場では、たくさんの『AI 時代のコンパク
トDX』のヒントが見つかった。例えば、「Webに誘導で
きる印刷物」「コミュニケーションを膨らませる印刷物」
「『ネットにつながらない！？』ときに役立つ印刷物」など
の「AI 時代の付加価値の高い印刷物」を提供・活用する
ことで、地域活性化の取り組みに貢献できる可能性。
「文学フリマ」「紙博」など、「個人の『好き！』に刺さ
る印刷物」が売買されるイベントの地元での開催や、地元
の「文化／伝統／職人技に触れられる印刷物」やイベント
などを通じて「地域活性化」「業態進化」を実現するヒン
トも伺えた。
ぜひ、page 会場に展示された最新の印刷機材やサービ
ス、印刷物の価値を高めるヒントなどを活用して、仕組み
をAI 時代にふさわしいものに進化させながら、AI 時代の
付加価値の高い印刷物を企画・製造・活用しましょう！そ
して、『AI 時代のコンパクトDX』に取り組んで、どんど
ん売上・利益を伸ばしましょう！！

会員拡大委員会　笹井　靖夫 委員

今年も、東京・池袋サンシャインシティで開催され
た「Page2026」において、会員拡大委員会の一員
としてジャグラブースの運営に携わりました。
昨年から page におけるジャグラブースは、会員拡
大を目的としています。会員拡大委員会の髙橋さんの
アイデアにより、単に会の紹介パネルを並べるだけで
はなく、来場者の皆さんに「これは何だろう？」と興
味を持っていただけるブースづくりを目指してきまし
た。昨年はバーの雰囲気を演出し、コーヒーを提供し
ながらジャグラの「コンパクトDX」を紹介して会員
勧誘を行いました。
今年は「何でもやれるジャグラだからこそ、さらに
面白いことを」というコンセプトのもと、ついにブー
スでお酒の提供まで実施しました。提供したのは、元
バーテンダーでもある髙橋さんのオリジナルカクテル
に加え、東京・港支部の㈱河内屋様のクラフト生ビー
ル（昨年の東京大会のお土産でもあります）、そして
ウクライナ支援につながるリキュールなどです。バー

のメニュー表にはジャグラ
の取り組みや活動内容も記
載し、それをきっかけに説
明を行う仕組みです。
ビジネス色が強い会場の
中で、当ブースはオアシス
のような存在として、ジャ
グラ会員に限らず他団体の
方や一般来場者の皆さんに
も興味を持って立ち寄って
いただきました。その結果、期間中に入会につながる
可能性が高い会社が３社、また集まった名刺が 70枚
強あり、会員拡大という成果にもつながりました。
今回の page での取り組みを通じ、会員および会員
候補の方々との接触回数を増やすことが大切だと改め
て実感しています。また、ブースにお越しくださった
皆さんからの「ジャグラって面白いですね！」という
言葉は、変化を恐れず挑戦する今のジャグラの姿を最
もよく表していると感じました。

写真4.　キヤノン varioPRINT iX3200 導入事例紹介

写真5.　ジャグラメニュー＠ジャグラ DX BAR 写真 6.　多田紙工 マンガペーパーファイル

ジャグラブースレポート
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　生産性向上委員会（宮﨑真委員長）は昨年 8月から今年 1月末にかけて、ジャグラ会員を対象とした
経営実態調査アンケートを実施しました。本アンケートは、経営者のリアルな声を集めることで、新年度
に向けてより実効性のある支援策の立案や、他社の成功事例の比較分析、新たなビジネスモデルの構築に
つなげることを目的としています。ご協力いただきました会員企業の皆様に改めて感謝申し上げます。回
答企業数は 158社（対象社数 702社、回答率 22.5％）です。

若手・中核人材の確保、
育成の課題浮き彫りに育成の課題浮き彫りに

半数以上の会員が創注活動を推進半数以上の会員が創注活動を推進

ジャグラ経営実態調査アンケート2025ジャグラ経営実態調査アンケート2025

後継者の有無

7.6%7.6%7.6%

92.4%92.4%92.4%

68.0%68.0%68.0%

32.0%32.0%32.0%

12.0%12.0%12.0%12.0%12.0%12.0%

60.0%60.0%60.0%60.0%60.0%60.0%

26.0%26.0%26.0%26.0%26.0%26.0%

14.7%14.7%14.7%

6.7%6.7%6.7%
12.0%12.0%12.0%12.0%12.0%12.0%

66.7%66.7%66.7%66.7%66.7%66.7%

6.7%6.7%6.7%
6.7%6.7%6.7%

8.7%8.7%8.7%

12.0%12.0%12.0%

7.3%7.3%7.3%7.3%7.3%7.3%
14.7%14.7%14.7%

10.0%10.0%10.0%10.0%10.0%10.0%

34.0%34.0%34.0%

■	オフセット印刷機のみ

■				POD（オンデマンド印刷機）/デジタル印刷機のみ

■	両方保有

■	いずれも保有していない

■	枚葉製袋機

■	いる

■	いない

■	官公庁・自治体等公共機関

■	民間

■	教育機関（学校）

■	エンドユーザー

1
5

2

4

3

事業継続について
主な取引マーケット
（売上割合で一番高い得意先）

■	継続

■	５年以内に廃業の予定

御社の従業員数
（パート・アルバイト含む）

印刷機の保有状況

■	1 ～ 5人

■	6 ～ 10人

■	11 ～ 15人

■	16 ～ 20人

■	21 ～ 30人

■	31 ～ 40人

■	41 ～ 50人

■	51 人以上

事業継続と経営実態
事業継続の意向では、回答企業の 92.4％が事業を「継続」
すると回答しますが、7.6％は「５年以内に廃業予定」と
しています。
後継者の有無に関しては、32.0％の企業が「後継者が
いる」一方、68.0％は「いない」と回答しています。
従業員規模で見ると、「１～５人」が 34.0％と最も多く、
小規模な企業が中心となっていることが改めて確認できま
した。
10年前と経営状況を比較すると、22.0％が「時間に余
裕はなく売上（利益）も減った」と回答しており、「忙し
くても儲けが少ない」という厳しい状況がうかがえます。
市場と受注の状況
主な取引マーケットとしては「民間」が 66.7％で最も
高く、さらに「官公庁・自治体等公共機関」が 12.0％。
受注形態は「直接受注」が 139 社と圧倒的に多く、脱官
公需、直接受注への転換が進んでいます。
印刷機の保有状況は「オフセット印刷機と POD/ デジ
タル印刷機の両方」を保有する企業が 60.0％を占め、次

いで PODのみが 26.0％と PODが生産機の主流になっ
ています。
取り組みと課題
新規事業・サービスに関しては、56.0％の企業が、
WEB制作、デザイン、EC、地域連携などの新規事業に「取
り組んでいる」と回答。創注（需要創出）活動も、積極的
に行っている、または一部取り組んでいる企業を合わせる
と半数以上にのぼりました。
経営課題としては、最も多いのが「人材確保・育成」（91
社）で、次いで「顧客の減少・業態進化」（75 社）、「価
格競争」（68社）、「コストアップ」（65社）と続きます。
事業継続上の注視事項についても、「人材（若手、中核
人材）」(35.3%) と「利益率向上」(31.3%) が上位に挙げ
られています。
まとめると、多くの会員企業が厳しい経営環境の中で直
接受注や新規事業、創注活動を通じて生き残りを図ってい
るますが、特に若手や中核人材の確保・育成が深刻な課題
として浮き彫りになっています。

0.7% 1.3%
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8

10

12

9

11

13

10年前と比べて

創注への取り組み状況

事業を継続する上で

注視したいことは何か

新規事業・サービスへの

取り組み状況

課題と感じていること（複数選択可）

外部支援制度の利用経験（複数選択可）

30.7%30.7%30.7%

35.3%35.3%35.3%

26.7%26.7%26.7%

31.3%31.3%31.3%

18.7%18.7%18.7%

4.0%4.0%4.0%

4.0%4.0%4.0%6.7%6.7%6.7%

35.3%35.3%35.3%
22.0%22.0%22.0%

48.0%48.0%48.0%

12.7%12.7%12.7%12.7%12.7%12.7%

17.3%17.3%17.3%17.3%17.3%17.3%

16.0%16.0%16.0%

28.0%28.0%28.0% 56.0%56.0%56.0%

686868

919191

575757

525252

494949

757575

656565

363636価格転嫁できない
コストアップ

顧客の減少・業態進化
デジタル化・IT 対応の遅れ

後継者問題
設備老朽化・更新負担

人材確保・育成
価格競争

■		時間に余裕が出来て売上（利益）も伸びた

■		時間に余裕はないが売上（利益）が伸びた

■		時間に余裕が出来たが売上（利益）は減った

■		時間に余裕はなく売上（利益）も減った

■		積極的に創注活動を行っている
■		一部取り組んでいる
（例：提案型営業、異業種連携、地域課題解決など）
■		関心はあるが実践できていない
■		関心なし
■		回答無し
■		何をやっていいかよくわからず…

■		人材（若手、中核人材）
■		人材（高齢者、女性、障がい者、外国人等）
■		設備投資（印刷工程）
■		設備投資（印刷以外）
■		事業転換
■		利益率向上

989898

808080

252525

272727特になし

商工会・商工会議所の支援

金融機関による融資支援

補助金（ものづくり補助金、
小規模事業者持続化など）

■		取り組んでいる
（例：WEB制作、デザイン、EC、地域連携など）

■		検討中

■		特に予定なし

主な受注形態（複数選択可）

13.3%13.3%13.3%

6.7%6.7%6.7%

18.7%18.7%18.7%

16.0%16.0%16.0%

41.3%41.3%41.3%

■	1,000 万円未満
■	1,000 万～ 3,000 万円未満
■	3,000 万～ 5,000 万円未満
■	5,000 万～ 1億円未満
■	1 億円以上 2億未満
■	2 億円以上

139139139

757575

292929

52 52 52 官公庁（入札、随意契約等）

自社ECやネット注文

受託受注（元請企業経由）

直接受注

6

7

年間売上規模（直近期）
4.0% 0.7%

0.7%6.0%

4.0%

27

25

80

98

36

65

75

49

52

57

91

68

4.0%

52

29

75

139
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Ⅰ．全体概況：5年連続のマイナス予測

　2026年の紙・板紙の内需計は、前年比 2.7％減の 1,999
万トンと予測されました。これは 5年連続のマイナス予
測であり、1988年からの現行統計において初めて 2,000
万トンを下回る見通しとなります。ピーク時（2000 年：
3,197 万トン）と比較すると約 6割強の水準まで縮小し
ており、人口減少やデジタル化の進展といった構造的要因
に加え、物価上昇に伴う需要家のコスト削減意識の高まり
が、紙需要全体を押し下げる要因として挙げられています。

Ⅱ．品種別動向：主要 3分野の予測

　印刷産業および関連加工業に深く関わる「グラフィック
用紙」「白板紙」「包装用紙」の動向は以下の通りです。

１．グラフィック用紙（商業・出版・情報用紙）
　　予測：前年比	6.3％減
　新聞用紙および印刷・情報用紙を含むグラフィック用紙
全体では、デジタル化の影響を最も強く受け、20年連続
のマイナスとなる見込みです。内訳としては、新聞用紙が
9.5％減と大きく落ち込む見通しである一方、商業印刷に
使われる以下の主要品種は一律 6.0％減と予測されていま
す。
〇塗工印刷用紙（チラシ・カタログなど）
　需要家のコスト削減姿勢が一段と強まっており、カタロ
グやチラシ、パンフレット等の発行回数や部数の減少、判
型の縮小、用紙のグレードダウン（薄物化）が継続すると
見込まれています。

〇非塗工印刷用紙（書籍・マニュアルなど）
　出版業界の不振により雑誌などが減少傾向にある一方、
明るい材料として「学習参考書」や「児童書」については
堅調な動きが見られると報告されています。
〇情報用紙（フォーム・PPC用紙）
　企業や官公庁におけるデジタル化推進、リモートワーク
の定着により、コピー用紙（PPC 用紙）の使用量減少が
続きます。また、フォーム用紙についてもデジタル化によ
る需要減の影響が大きいものの、大手企業へのサイバー攻
撃をきっかけに紙の信頼性を見直す動きも出てきていると
指摘されています。

２．白板紙（パッケージ・紙器）
　　予測：前年比	2.0％減
　菓子箱や商品パッケージに使用される白板紙は、物価高
による消費者の買い控えや、メーカー側の過剰包装見直し
（薄物化など）により、全体としては前年を下回る予測です。
一方で、「トレーディングカード向け」の需要は、前年に
引き続き堅調に推移すると見込まれています。

３．包装用紙（封筒・紙袋）
　　予測：前年比	2.0％減
　封筒需要の減少や、マイバッグ定着・紙袋有料化による
軽包装需要の減少が影響します。ただし、Eコマース（通
販）市場においては、「段ボールケースから宅配袋への切
り替え」が進むことが期待されています。

Ⅲ．市場環境の変化：「紙の機能」を見直す 3つの動き

　全体的な数字が減少傾向を示す中で、報告書では「行き
過ぎたデジタル化」への揺り戻しや、紙媒体ならではの機
能的価値が見直されている事例についても言及されていま
す。

１．デジタルと紙の併用効果（紙チラシ）
　大手通販企業などが実施した調査において、「紙のチラ
シが消費者の購買行動に強い影響を持っている」という事
実が再確認されています。これを受け、紙媒体を単に削減
するのではなく、テレビやデジタル広告と紙チラシを併用
することで相乗効果を狙う動きが出てきています。

２．リスク管理としての「紙の信頼性」（BCP）
　近年、大手企業へのサイバー攻撃やシステム障害が多発
しています。これを背景に、情報の確実な保存・伝達手段
として「紙の信頼性」を見直す動きが出てきています。デ
ジタルデータのリスクに対するヘッジとして、紙の物理的
な記録性が評価されています。

３．教育現場における「紙」への回帰
　教育分野では、デジタル教科書の導入が進む一方で、学
習効果の観点から紙を優先する動きが世界的に見られま
す。北欧（スウェーデンなど）では、国際学力調査での読
解力低下を受け、「長文を読み、読解力を高めるため」と
して紙の教科書を優先する方針へ転換をしました。また韓
国では、AI デジタル教科書を「教科書」から「教育資料」
へと位置付けを変更（格下げ）する動きがあり、早急な導
入に対する現場の戸惑いが報告されています。	

４．2026年の主要イベントと紙需要
　2026年は２月にミラノ・コルティナ冬季オリンピック、
６～７月に FIFA ワールドカップなどの大型イベントが開
催されます。例年、こうしたイベントは号外や関連印刷物
の特需として期待されますが、今回の報告書では、新聞用
紙、非塗工印刷用紙、塗工印刷用紙のいずれにおいても「内
需の押し上げ効果は限定的」と予測されています。イベン
ト開催そのものによる需要増よりも、デジタル化やコスト
削減といった構造的な減少要因の方が強く作用する見通し
です。

Ⅳ．まとめ

　2026 年の紙・板紙内需見通しは、総量として 1,999
万トンと、2,000 万トン割れが予測される厳しい内容と
なりました。しかし、品目別に見れば「学習参考書」や「ト
レーディングカード」のような堅調な分野が存在します。
また、機能面では「集客効果（訴求力）」「リスク管理（保
存性）」「学習効果（理解度）」といった観点で、紙媒体の
価値が再評価される動きも具体的に報告されています。市
場全体が縮小する中で、こうした「紙ならではの機能的価
値」が改めて注目されています。

出典：一般社団法人日本製紙連合会
　　　「2026年紙・板紙内需見通し報告」

2026 年	紙・板紙内需見通し報告
統計史上初の 2,000 万トン割れ予測も、
一部で「紙の機能」再評価の兆し

2026 年	品種別内需予測一覧（関連分野）

2026 年予測（前年比） 傾　向

塗工印刷用紙 ▲	6.0	% チラシ減も、デジタルとの併用進む

非塗工印刷用紙 ▲	6.0	% 出版不振も、「学習参考書」は堅調

情 報 用 紙 ▲	6.0	% デジタル化続くも、BCPで再評価

白 板 紙 ▲	2.0	% 菓子箱減、「トレカ」は引き続き堅調

包 装 用 紙 ▲	2.0	% 通販での「宅配袋」シフトに期待

※数値出典：日本製紙連合会「2026年	紙・板紙内需見通し報告」

　日本製紙連合会は 2026 年 1月 20日、「2026 年	紙・板紙内需見通し報告」を発表しました。
本稿では同報告書に基づき、商業印刷・出版・パッケージング分野における 2026年の需要予測と、
市場環境の変化について報告します。
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文字とつながる。
世界がひろがる。

字字
在由

morisawafonts.comWebフォント

Select24
24書体まで利用可能

スタンダードプラン
上限なく書体を選択可能

デスクトップフォント Select8
8書体まで利用可能

Webフォント/ Webフォント Lite/ Webフォント Pro
サイト規模やプロジェクト数などに合わせて選べるプラン

H297×W210mm / モノクロ

一般社団法人 日本グラフィックサービス工業会「月刊グラフィックサービス」2026年2月号

＊ 確 認 用 で す 。印 刷 に は 使 用 し な い で くだ さ い ＊

47 都道府県のお話（その 38：島根県）
　ジャグラ会報をご覧の皆様、こん○○は。ジャグラ東京・東
グラ文京支部のアクティブ・野口です。　
　さて、今回取り上げるのは島根県です。私にとってこの地は
今までの人生において２つある未踏の県の内の１つ（あとは和
歌山）であり、是非とも行ってみたい場所なのです。ちょっと
脇道に逸れますがもう 30 年近く前、かつて島根県がスポン
サーとして FMラジオ（私の場合は東京 FM）で「島根県の問
題」というキャンペーンCMを行ってた事をご存知の方はい
らっしゃるでしょうか。いらっしゃったらそれは相当のリス
ナーですね（笑）そんな島根の事を私の視点でつらつらと書い
ていこうと思います。少しの間お付き合い頂けると。
　１：かつて島根県には日本一の○○を持つ駅があった。
　以前ほどのペースでは無いにしても一応趣味としてクイズを
嗜んでいる私ですが、未だに職業病に近い感じで「日本一の～」
とかいう話には敏感に反応します（笑）　で、テーマのことで
すが、かつて島根県には「日本一の長い名前の付いた駅」があ
りました。その名前「ルイス・C・ティファニー庭園美術館前駅」
といい、その当時は結構ニュースになりましたので覚えてらっ

しゃる方も居るかもしれません。この駅元々は「古江」という
名前だったそうなので、この名前に変更になった時は地元の方
もびっくりでしょうな。そして鉄道に詳しい方ならこの駅が日
本一の座から落ちた理由の話もご存知でしょう。まあ、よくあ
る話なのですがこの美術館が閉館してしまったので名前が無く
なっちゃったのですがね。
　２：とある７つの○○の話。
　島根県の県都にして最大の街となっている松江市、そこに面
している湖が宍道湖と中海です。海水と真水が混じる汽水湖の
宍道湖には「宍道七珍」と呼ばれる名物がいくつかあります。
その中でも特に著名なのはスズキでしょうか。日本料理で出さ
れることのある「奉書焼き」、時の松江藩七代藩主松平治郷（不
昧公）が漁師のご飯を見て私もと所望した際に、魚に灰が着く
のを失礼として奉書に包んで焼いたものを献上した結果生まれ
たとのことです。因みにこの殿様、藩内改革をして松江藩の財
政を立て直した名君であると同時に不昧（ふまい）流という茶
道の一派を確立し、それに伴った結果として、松江に茶菓子の
文化をもたらした事でも知られるほどの茶人でもあり、この方
がそれを好んだことから、和食でご飯に汁をかけたものを「不
昧めし」という程の食の人でもあったのだそうです。
　食事の時の話のタネにどうぞ。今回のお話はここまでです。
お付き合いありがとうございました。
　では今月の問題です。
問題：�日本最多の６社もの鉄道会社が乗り入れ、新宿・渋谷・

池袋に次いで東京都以外に存在する中では日本で一番利
用者数が多い駅はどこでしょう？

野口聡の

　学コラム㊵

雑雑

（正解は 29ページ）



1.	「業務改善助成金」の対象拡充と手続き簡素化

　事業場内最低賃金を 30円以上引き上げ、生産性向上に
資する設備投資等を行った場合に費用の一部を助成する
「業務改善助成金」が、令和７年９月５日から拡充されま
した。
・対象事業場の拡大
　従来は「事業場内最低賃金と地域別最低賃金の差額が
50円以内」の事業場が対象でしたが、これに加え、「事
業場内最低賃金が、改定後の地域別最低賃金未満」の事業
場も対象となりました。これにより、最低賃金改定の影響
を直接受ける層への支援が手厚くなっています。
・事前の計画提出を省略可能に
　通常は賃金引き上げ「前」に計画を提出する必要があり
ますが、特例的に、地域別最低賃金の発効日（改定日）の
前日までに賃金引き上げを実施していれば、計画の事前提
出が不要となりました。これにより、迅速な賃上げ対応が
可能となります。
・助成内容
　助成上限額：最大 600 万円（賃金引き上げ額や人数、
設備投資額による）。
・活用例
　POS レジの導入、自動釣銭機の導入、リフト付き車両
の導入、経営コンサルティングなど。

2.		非正規雇用の処遇改善
「キャリアアップ助成金」
パートタイム労働者などの非正規雇用労働者の基本給を
増額改定した場合に助成される「キャリアアップ助成金（賃

金規定等改定コース）」も、最低賃金改定に伴う賃上げに
対応しています。
・要件
　非正規雇用労働者の基本給（賃金規定等）を３％以上増
額改定すること。
・助成額（中小企業）
　対象労働者１人あたり最大７万円（賃上げ率による）。
・特徴
　最低賃金の改定に伴って賃金規定等を改定した場合も、
改定後の金額が最低賃金を上回っていれば対象となりま
す。

3.	省力化・生産性向上への投資支援（補助金）

　経済産業省・中小企業庁は、賃上げに取り組む企業に対
して、設備投資関連の補助金で優遇措置を設けています。
中小企業省力化投資補助金	清掃ロボットや配膳ロボット、
券売機など、カタログから選ぶだけで簡易に申請できる補
助金です。
・賃上げ特例
　最低賃金の引き上げに取り組む事業者に対し、補助上限
額が大幅に引き上げられ（最大１億円	※従業員規模によ
る）、補助率も１/２から２/３へ優遇されます。
・ものづくり補助金・IT 導入補助金 
　革新的な製品開発や IT ツール導入を支援するこれらの
補助金でも、給与支給総額や最低賃金の引き上げを行う事
業者に対し、補助率の引き上げ（１/２から２/３等）や
審査での加点措置が実施されます。

1.	「業務改善助成金」の対象拡充と手続き簡素化

2.		非正規雇用の処遇改善
「キャリアアップ助成金」

3.	省力化・生産性向上への投資支援（補助金）

令和７年度（2025 年度）の地域別最低賃金は、全国加重平均で 1,121 円（前年度比＋ 66円）となり、令和７年度（2025 年度）の地域別最低賃金は、全国加重平均で 1,121 円（前年度比＋ 66円）となり、
全都道府県で時給 1,000 円を超える過去最大の引き上げ幅となりました。人手不足や物価高騰が続く中、賃全都道府県で時給 1,000 円を超える過去最大の引き上げ幅となりました。人手不足や物価高騰が続く中、賃
上げは避けられない経営課題となっていますが、中小企業・小規模事業者にとっては大きな負担となります。	上げは避けられない経営課題となっていますが、中小企業・小規模事業者にとっては大きな負担となります。	
そこで今回は、厚生労働省および経済産業省（中小企業庁）が連携して強化している、賃上げ原資の確保と生そこで今回は、厚生労働省および経済産業省（中小企業庁）が連携して強化している、賃上げ原資の確保と生
産性向上のための支援策について紹介します。産性向上のための支援策について紹介します。

4.		労働環境の改善を後押しする
「働き方改革推進支援助成金」

　労働時間の削減や年次有給休暇の取得促進に取り組む事
業主を支援する助成金ですが、賃上げを行うことで助成額
が大幅に加算されます。
・賃上げ加算
　時間外労働の削減などの成果目標に加え、指定する労働
者の時間当たりの賃金額を３％～７％引き上げた場合、引
き上げ人数に応じて、助成上限額に加算が行われます。従
業員 31人以上の事業所だと、３％～７％引き上げで１人
あたり２万円～12万円、上限60万円～360万円の加算、
従業員 30人以下だと上限は最大で 720 万円の加算とな
ります。

5.	価格転嫁と税制による環境整備

　賃上げ原資を確保するためには、労務費の上昇分を適切
に取引価格へ転嫁することが不可欠です。
　価格転嫁の推進	2026 年１月には、下請法が改正され
た「中小受託取引適正化法（取適法）」が施行される予定
であり、価格交渉の義務化などが盛り込まれています。政
府は「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」
を公表し、発注者・受注者双方の行動指針を示しています。
　賃上げ促進税制	青色申告を行う中小企業等が、全雇用
者の給与支給額を前年度比で 1.5％以上増加させた場合、

増加額の最大 45％を法人税（または所得税）から控除で
きます。赤字企業でも、繰越控除により最大５年間メリッ
トを享受できる仕組みがあります。	※なお、2026年度（令
和８年度）の税制改正により、今後の最大控除率は縮小（見
直し）される予定のため、最新の動向にご注意ください。

6. まずは相談窓口の活用を

　最低賃金の引き上げは経営にとって大きなインパクトを
与えますが、これらを「生産性向上」や「価格適正化」の
好機と捉え、各種支援策をフル活用することが重要です。
自社に最適な支援策が不明な場合は、各都道府県の「働き
方改革推進支援センター」や「よろず支援拠点」にて、専
門家による無料相談が可能です。また、中小企業庁の特設
サイト「ミラサポplus」では、人件費の試算シミュレーショ
ンも提供されています。ぜひご活用ください。

4.		労働環境の改善を後押しする
「働き方改革推進支援助成金」

5.	価格転嫁と税制による環境整備

6. まずは相談窓口の活用を

最低賃金引き上げに伴う支援・後押し最低賃金引き上げに伴う支援・後押し
～過去最大の引き上げ幅に対応する～過去最大の引き上げ幅に対応する

中小企業支援パッケージについて～中小企業支援パッケージについて～

【出典資料】
厚生労働省・中小企業庁　「最低賃金・賃金引上げに向けた中小企業・小規模事業者への支援施策紹介マニュアル」（令和８年１月版）
厚生労働省・中小企業庁　「最低賃金引き上げに伴う	支援・後押しを強化しています」（連携パンフレット）
厚生労働省　「令和７年度	業務改善助成金のご案内」（リーフレット）	「キャリアアップ助成金のご案内（令和７年度版）」（パンフレット）
中小企業庁　「中小企業省力化投資補助金」（リーフレット）	「サービス等生産性向上 IT 導入支援事業」（リーフレット）
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皆さま、こんにちは！	東グラみなと支部のいなみつで
す。一昨年の台湾、昨年のタイに続き、今年は韓国視察ツ
アーへ行ってまいりましたので、ご報告させていただきま
す！
今回の韓国視察は、コニカミノルタプロプリントソ
リューションコリア（以下 KMPPSK）への訪問から始ま
りました。現地では社長、副社長、マーケティングチーム、
社長秘書兼通訳スタッフの皆様に温かく迎えていただき、
終始リラックスした雰囲気の中で意見交換が行われまし
た。
KMPPSK の中（なか）社長からは着任後 5年間で売上
約 70％成長、アキュリオプレス 100 台以上導入、ハイ
エンド市場約 40％シェアという成果が紹介されました。
同社は印刷事業専業の販売会社として運営しており、複
合機中心の販売会社が多い中で印刷事業に特化している点
が特徴で、韓国市場は意思決定のスピードが速く、新技術
への受容性が非常に高い市場でありますが、韓国では人間
関係を重視する文化が色濃く残っており、エンジニアと顧
客の距離が近く、担当機械への責任感や誇りを持つ姿勢は、
日本のかつての印刷業界を思い起こさせるものでした。今
後はラベル・パッケージ事業を第二の柱として育成し、景
気変動に左右されにくい経営体制構築を進めている点も印
象的でした。また、人材育成への投資も極めて積極的であ
り、日本・オーストラリア・米国への研修派遣やサービス
競技会参加など、現場力強化を中心とした組織づくりが行
われています。
韓国印刷市場は品質要求と価格競争が共存する厳しい市

場であり、分業体制が依然として主流である一方、ウェブ
トゥプリント型企業の台頭など、構造転換期にあるとの分
析がされていました。実際にこのディスカッションの３日
後にチャンムロという繁華街の明洞近くにある一平方キロ
くらいの印刷街を視察しました。そこは昭和の日本の印刷
業界にタイムスリップしたような光景が広がっていまし
た。フォークリフトや三輪自転車での紙や印刷物の横持ち
が至るところで行われておりました。新技術への受容性が
高い反面、古い商慣習も一定程度残っており、事業変革し
ている会社と古い商慣習を変えていない会社の二極化がと
ても鮮明でした。こうした変化の激しい市場背景から特に
現場力の強化をしているとのことで、伸びている会社は先
手を打ってリスク回避と事業転換を図っている実例がとて
も印象的で勉強になりました。
また、韓国市場を学んだ事でみなと支部メンバーのビジ
ネス環境における取引慣習や補償問題、設備稼働状況など
の話題から、公式会議では得られない業界が直面する現実
的でリアルな課題も共有することが出来ました。
そしていよいよ翌日からオプションの市内観光を堪能し
ました（笑）。
旧王朝の景福宮（キョンボックン）、昌徳宮、南大門市場、
明洞、Itaewon のアンティーク家具通り、漢江沿いの観
覧公園、ロデオ通り、ロッテタワーなど魅力的で歴史のあ
る建造物や街並みを散策しました。キョンボックンでは守
将の交代式を見学して歴史の一幕に触れることができまし
た。有名な明洞、南大門市場では美食、ソウルフードが溢
れており、目移りしながら興味津々でお店を探してたどり

東京グラフィックス港支部長
韓国印刷業界視察および交流活動レポート

（2026 年 2 月 20 日～ 23 日）

着きました。美味しい店ばかりでしたが、個人的にはカニ
の醬油漬けのカンジャンケジャンが美味しすぎて衝撃的で
した！
そしてメンバー全員が視察を通して終始食べ過ぎました
ので、途中適度に運動も取り入れてカロリー消費にもつと
めました（笑）。
観光での圧巻はヨンドンにあるピョルマダン図書館でそ
のスケールと、空間建築のすばらしさに感動しました。こ
うした視察・観光を通して街の活気や店舗の変化速度、若
年層の消費スタイルを体感することで、韓国市場のスピー
ド感を実感する機会となりました。
振り返ると食事の場などで今回の視察内容やジャグラ生
産性向上＆MIS 研究合同委員会での韓国市場動向の報告
準備、海外拠点とのコミュニケーション課題も共有されま
したが、直接対話による関係構築の重要性が強く認識でき
ました。また、非公式な場ではありますが、次期委員会体
制や役員人事など、組織運営に関する率直な意見交換、教
育技術委員の人選、総務・会員拡大分野の役割分担などが
話題となり、正式決定には至らなかったものの、事前合意

形成の重要性が共有されました。
組織運営や人事、支部活動に関する意見交換では、過去
の支部長経験者の事例や組織参加が困難となった過去の支
部状況などが共有され、従来型の年功的役職構造から、能
力重視・柔軟な体制への移行の必要性が議論され、印刷業
界団体においても世代交代と変革が求められていることを
痛感しました。
何より、雑談や日常的なやり取りを通じて参加者同士の
距離が縮まり、海外視察における非公式コミュニケーショ
ンの価値を改めて感じる場となりました。
今回の韓国視察を通じて、「市場」「組織」「人材」が密
接に結びついていることを実感しました。価値提供型ビジ
ネスへの転換、人材投資、国境を越えた現場連携など、今
後の印刷業界にとって重要な方向性が明確になったと思い
ます。韓国市場のスピード感と挑戦姿勢から得た学びを、
日本の印刷業界にどのように活かすかが今後の重要なテー
マであると感じました。
最後に、食べ物は本当にどれもおいしく、発酵食品が多
いことからか終始お腹の調子がとても良く快腸でした（笑）。

イテウオン

カンジャンケジャン ピョルマンダン図書館

印刷会社

運動中ｗコニカミノルタプロプリントソリューションコリア

景福宮（交代式）景福宮 昌徳宮

地元の人気焼肉店南大門市場
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はじめに
当委員会は、「サスティナブルなスモールビジネスの研
究」を主題に掲げ、小規模企業が地域社会とともに持続
的に発展していくための本質を探究してまいりました。そ
の活動の最中、当委員会委員である宮本氏が経営してい
た株式会社みやもとは、株式会社井上総合印刷へ吸収合
併され、宮本氏自身も同社へ転籍することとなりました。
これは単なる企業統合ではなく、地域文化事業をいかに
継承していくかという、私たちが研究してきたテーマそ
のものに直結する出来事でした。
これまでの委員会活動の詳細な研究成果につきまして
は、後日発行予定の『強いジャグラの教科書』にて報告
する予定とし、本稿ではその研究の一環として実施した

企業視察についてご報告いたします。
2026年２月 13日、サスティナブル
委員会として株式会社井上総合印刷様
が運営される「大谷グランド・センター」
を視察し、井上会長ならびに井上社長
よりお話を伺いました。

井上総合印刷の歩み ― 理念が企業価値を高める構造
株式会社井上総合印刷は、1966年創業、栃木県宇都宮
市に本社を構える総合型印刷会社であり、ジャグラ栃木
県支部会員企業です。社員数は 100 名を超え、地域にお
いて確固たる存在感を示す企業の一つです。
同社は創業以来、「お客様が満足する印刷物を提供し、
地域社会に貢献する」という理念を掲げ、ガリ版印刷か
らスタートした印刷業を文化的貢献の手段として位置づ
けてこられました。創業期には地元商店街のコミュニティ
である「商店会」を立ち上げ、イベントの開催や共同出
版に取り組みました。自費出版が一般的でない時代に、地

域の人々の想いを形にしてきたの
です。その精神は現在も季刊誌
『しもつけの心』として自費発行
され、地域に根付いています。
同社が宇都宮市より「宇都宮
まちづくり貢献企業」として認
定されていることは、その実践
が社会的にも評価されている証
左といえるでしょう。

人を大切にする経営
同社には社員寮があります。これは県外からの雇用確
保を目的としたものではなく、かつて社員が老朽化した
アパートで生活していた状況を受け、生活支援の一環と
して整備されたものです。現在も複数の社員とその家族
が利用しており、家賃は光熱水道費込みで月額３万円に
抑えられています。単なる福利厚生にとどまらず、社員
とその家族の負担を大きく軽減し、生活基盤を支える仕
組みとして機能しています。そこには「人を大切にする」
という経営姿勢が明確に表れています。

地域文化事業の継承 ― 人を含めて守る決断
当委員会委員である宮本氏が経営していた株式会社み
やもとは、地域文化情報誌『ヒビコレうつのみや』の発
行や、『栃木の武将藤原秀郷をヒーローにする会』の活動
を通じて、宇都宮の歴史と文化を現代に伝えてきました。
しかし、委員会活動の最中、オ
フセット輪転業を主軸としてきた
同社は、ペーパーレス化の進展と
いう時代の波の中で、経営難とい
う厳しい局面に直面していまし
た。複数の企業が統合候補として
名乗りを上げ、金銭面でより好条件を提示する企業もあ
りましたが、いずれも社員の転籍を前提としない提案で
した。社員を含めて受け入れる姿勢を示したのは井上社
長のみであったと宮本氏は語ります。それは、両社の「人
を含めて事業である」という価値観が一致した瞬間でも
ありました。その背景には、ジャグラ会員として培われ
てきた絆があったことも付言しておきたいと思います。
こうして吸収合併が実現し、文化事業と雇用は守られ
ました。この決断は、地域への責任を果たす経営判断で
あったといえるでしょう。

大谷グランド・センター ― 地域価値の再創造
井上総合印刷が新たに取り組む観光事業の象徴が「大谷
グランド・センター」です。
廃墟施設を再生し、アートと食を融合させた文化創造拠
点として開業しました。地域資源である「大谷石（おおや
いし）」に新たな価値を見いだし、大谷という土地が持つ
歴史と記憶を現代的に再解釈しながら、新たな形で提示す
る挑戦です。
観光施設を自費で開業するには莫大な投資が伴います。
当委員会の「スモールビジネス」の研究テーマから見れば、
その規模は決して小さいものではありません。しかし、長
年にわたる地域との信頼の積み重ねと多角的な事業展開こ
そが、この挑戦を可能にした礎であると考えます。この地
道なプロセスこそが、小規模企業が取り組むべき原点なの
だと感じました。
その具体的な魅力と可能性については、宮本委員からの
報告に譲ります。本施設が地域再生に向けた新たな挑戦で
あることは間違いありません。

おわりに
本稿は、サスティナブル委員会による企業視察の記録で
す。株式会社井上総合印刷様の取り組みは、宇都宮の歴史
と文化を継承し発展させる挑戦であり、人を育み、地域と
のつながりを大切にする経営の実践でもあります。その根
底には、私たちグラフィックサービス業が地域とともに価
値を創出する使命、そしてジャグラ会員として培われてき
た絆が息づいていると感じました。
これらの活動は行政から直接的な資金支援を受けるもの
ではありませんが、公民連携の枠組みの中で信頼関係を築
きながら、結果として企業価値の向上と事業基盤の安定へ
と結びついています。
理念に基づくサスティナブル経営のあり方を、私たち業
界として改めて考える機会となりました。
最後に、本視察に際し貴重なお時間を賜りました井上会
長、井上社長をはじめ、井上総合印刷の皆様に心より御礼
申し上げます。
以上をもちまして、本視察報告といたします。

松下委員長からご紹介いただいたように、昨年 10月
より井上総合印刷の一員として歩みを進め、早くも半年
が経とうとしています。新設いただいた『地域デザイン
事業部』では、これまで私が行ってきた地域活性化事業
などを継続しながら、新たに『大谷グランド・センター』
の事業にも携わり、忙しくも充実した日々を過ごしてい
ます。
大谷グランド・センターのある宇都宮市大谷町は、約
2000万年前の火山灰の堆積により生まれた大谷石の産
地であり、建築家フランク・ロイド・ライトの設計によ
り 1923 年に完成した帝国ホテルの建材としても知ら
れています。大谷グランド・センターは、大谷石産業の
隆盛期に大宴会場を備えた浴場施設として 1967 年に
創業しました。大谷石の山頂に建てられた、岩肌と建築
が一体となった大谷を象徴する希有な建築でしたが、今
回の再生開業に至るまでの 30数年は、知る人ぞ知る廃

墟となっていました。
新築では再現できないこ
の再生プロジェクトは、弊
社社長の井上加容子を中心
に、施設運営・飲食・アー
ト・設計・再生工事と各分

野の先鋭が集結し、
取得して４年・構
想から４年・建築
期間１年という９年の歳月をかけて開業に至りました。
廃墟を活かした斬新な再生建築手法や、世界的に注目を
集めるアーティスト『YOSHIROTTEN』による、数千万
年の時を経て形成された大谷石と産業として続いてきた
人の営みを表現したインスタレーション作品は、設計業
界やカルチャー系メディアからも注目を集めています。
この事業のプロジェクトメンバーには、栃木出身で各
業界の第一線で活躍する方々にプロデュースを担ってい
ただいています。設計士、レストラン、パティスリーと、
それぞれの立場から郷土への想いを存分に注いでいただ
いています。またスタッフは各地からのUターン就職
の場となり、文化創造とともに地域活性化の拠点となれ
ることを目指しています。
正直なところ、好みが分かれるほど相当に尖った施設
かもしれません。来る 5月 30日には、関東地方協議会
大会の企画として、大谷グランド・センターと井上総合
印刷の工場見学ツアーが予定されています。ぜひ当社の
地方創生の取り組みと、栃木で “時の人 ” となっている
井上加容子の心意気を体感していただければ幸いです。

印刷業から地域創生へ ― 井上総合印刷の挑戦
サスティナブル経営で地域課題に向き合う企業視察報告

サスティナブル委員会 委員長　松　下　　　忠

印刷会社が目指す！文化創造拠点『大谷グランド・センター』印刷会社が目指す！文化創造拠点『大谷グランド・センター』
サスティナブル委員会　委員　　
　　　株式会社井上総合印刷　　宮　本　　誠

前列右から　井上会長、井上社長と委員会視察メンバー

井上加容子社長

季刊誌しつけものの心

大谷グランド・センター

浴場跡を使った常設インスタ
レーションの展示風景

ヒビコレうつのみや
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いますぐチェック！

ジャグラ BB

2026年４月

ジャグラBBは、ジャグラが運営する、印刷業関連のセミナー、情報動画配信サイトです。
2006年の開局以来、印刷業の情報収集、人材教育ツールとして多数の印刷会社に活用されています。

後継者の

生の声にゃ。

広報委員会
が選ぶ！

いますぐチェックいますぐチェックいますぐチェックいますぐチェックいますぐチェックいますぐチェックいますぐチェックいますぐチェックいますぐチェックいますぐチェックいますぐチェック！！

おすすめ番組情報おすすめ番組情報おすすめ番組情報
HOT NEWS

中国地協セミナー
「印刷会社の事業承継」『器』
―継ぐモノー

【発表者】
株式会社中本本店　中本　達久氏
株式会社ニシキコネクト
　　　　　　　　　宮﨑　　慧氏
【ファシリテーター】
JaGra 中国地方協議会
　　　　　　会長　山本　康彦氏

カテゴリー セミナー 経営者向け

ビジネスマナー研修の事前視聴用に！

【後半】今日から始める - 信頼設計 -
ビジネスマナー基本研修 2026年版
多様化する働き方に合わせ、対面とオンライン両方で信
頼を築く「共通言語」としての型や考え方を解説します。

カテゴリー 教育と技術 ビジネスマナー
ビジネスマナー研修の事前視聴用に！
カテゴリー

　　BTubeへの
映像データ募集中！

スマートフォンで
簡単投稿♪

投稿方法は
こちらから→

おすすめ番組情報
　SPACE-21 全国交流キャラバンが 2月 20 日（金）に
開催され、全国から多くの青年部メンバーが山梨の地に集
結しました。
　前日にはプレイベントとして小澤代表幹事の会社見学会
が企画され、有志メンバーで訪問させていただきました。
会社の沿革、社員教育、独自システムの工程管理や単品損
益管理と参考になるお話を聞けて大変勉強になりました。
新しくリニューアルされた会社は社員さんの想像力とやる
気を引き出せるような洗練された空間が広がっており、環
境づくりへのこだわりが強く感じられました。内容の濃い
会社見学会だったため、時間もあっという間に過ぎてしま
い、オリオン活版印刷室を見学できなかったのは残念でし
たが、こちらはまたの機会に訪問させていただこうと思い
ます。見学会の後は、老舗料理店「佐渡屋」に場所を移し
懇親会へ。翌日が本番ということもあり、この日はほどよ
い？ところでお開きに。
　そして迎えたキャラバン当日。今回のテーマは「地域資
源を世界ブランドへ！　勝沼醸造様に学ぶ、企業のブラン
ディング戦略」と題した講演とトークセッションが行われ
ました。登壇したのは「勝沼醸造株式会社」代表取締役会
長	有賀雄二氏と、「株式会社アドヴォネクスト」代表取締
役社長	井上雅博氏。
　初めに井上社長より「山梨の印刷会社が始めた！地域×
印刷の価値共創」と題して講演していただきました。印刷
会社でありながら最近では農業分野でも活躍されており、
農業分野から脱炭素社会の実現を目指す取り組みを行って
いるとのことでした。具体的には「中干し期間の延長」「稲
藁すきこみ」といった取り組みです。また、農業就労者の
高齢化による廃業、それに伴う耕作放棄地の増加などを目
の当たりにし、地域の景観を守りたい一念で法人化を決定
し、農業に本格参入したとのことでした。
　次に登壇されたのは有賀会長。勝沼醸造様のワイン造り
の根底にはこの土地ならではの風土。いわゆる「テロワー
ル」への強いこだわりだそうです。単にワインを造ること

ではなく、付加価値の高い世界に通じるワイン造り。造り
手としてだけでなく、ワイン文化そのものを担う存在であ
りたいという思いが語られました。その象徴が日本固有の
ぶどう品種「甲州」へのこだわりです。長い歴史を持つこ
の品種の可能性を信じ、追求し続けている。特に主力ブラ
ンド「アルガブランカ」は世界市場で高い評価を獲得して
いるそうです。土地と品種に徹底的に向き合う姿勢こそが、
勝沼醸造様のワイン造りの原点であり、世界へ挑戦し続け
る理由なのだと感じさせる講演でした。
　講演後は工場の中を見学し、その後お待ちかねの「アル
ガブランカ」の試飲も体験。山梨の自然と技術から生まれ
るワインの味わいに、参加者からは感嘆の声が上がってい
ました。
　懇親会は勝沼醸造様の直営店である「レストランテ風」
にて開催。こちらは長崎の大浦天主堂をイメージして建て
られただけあり、内装は天井が高く神聖さと荘厳さを感じ
させる雰囲気。窓からは勝沼の町並みを一望でき、夜景も
楽しめる素晴らしい会場の中、松谷副代表幹事の乾杯挨拶
で宴が始まりました。講演の中で試飲したワインはもちろ
ん、なんと言っても東海林副代表幹事が大絶賛していた特
選和牛のローストビーフをはじめとした料理が振る舞わ
れ、その味は前評判以上の声が多く聞こえてきました。食
事と会話を楽しみながら交流を深め、会場は終始和やかな
雰囲気に包まれていました。
　今回の交流キャラバンは小澤代表幹事の任期最後の事業
として山梨で開催されましたが、山梨の魅力を存分に感じ
られる内容とともに、全国の青年部同士のつながりをさら
に深める貴重な機会となりました。参加者それぞれが今回
得た学びや刺激を持ち帰り、自社での活動につなげていけ
ることを期待いたします。
　今回の交流キャラバンで小澤代表幹事をはじめ、準備に
尽力されたAUCの皆様に感謝するとともにこの交流が今
後の青年部活動のさらなる発展につながっていくことを
願っています。

SPACE-21全国
交流キャラバ

ンin 山梨

SPACE-21全国
交流キャラバ

ンin 山梨SPACE-2
1広報部

│連│載│

SPACE-2
1幹事 金　子　

貴　博
（㈱金精社

）



■　３月の事務局日誌
	 2 日	 広報委員会（Web会議）　　70周年記念誌編纂委員会（Web会議）
	 3 日	 会員拡大委員会（Web会議）　　正副会長会議（Web会議）
	 	 業態進化委員会（Web会議）
	 4 日	 P マーク審査会・個人情報保護委員会（本部）
	 	 東京グラフィックス理事会（本部）→田中専務
	 5 日	 作品展委員会（Web会議）
	 9 日	 JIPDECプライバシーマーク指定審査機関連絡会議（Web会議）→田中専務、今田
	10 日	 ジャグラショートカット委員会（Web会議）
	11 日	 日印産連ステコミ→岡本会長、田中専務
	17 日	 JPA、東印工組 合同セミナー（茗渓会館）→岡本会長、田中専務、笠原
	18 日	 日印産連理事会（Web会議）→岡本会長
	19 日	 理事会（本部）　　地域活性化委員会（Web会議）
	24 日	 SPACE-21 幹事会（Web会議）
	26 日	 P マーク現地審査（大阪）田中専務、笠原　　作品展委員会（Web会議）
	27 日	 P マーク現地審査（大阪）田中専務、笠原

■　４月のスケジュール
	 1 日	 広報委員会（Web会議）
	 2 日	 JPA 入学式→田中専務　　Pマーク現地審査（茨城）→笠原
	8 ～ 9日　ジャグラ作品展一次審査会（本部）
	　　ジャグラコンテスト委員会（Web会議）
	13 日	 P マーク現地審査（福島）→田中専務
	14 日	 P マーク現地審査（福島）→田中専務
	16 日	 関地協事務総会（Web会議）
	18 日	 SPACE-21 総会（香川）→岡本会長、田中専務、笠原
	 	 SPACE-21 四国結成式・フォーラム→岡本会長、田中専務、笠原
	21 日	 会員拡大委員会（Web会議）　
	 	 業態進化委員会（ウェビナー）
	 	 日印産連環境顕彰制度WG→田中専務
	22 日	 ジャグラ作品展最終審査会（本部）→岡本会長、田中専務

■　５月のスケジュール
	 1 日	 正副会長会議（Web会議）
	 8 日	 定期監査（本部）　　理事会（本部）
	11 日	 日印産連ステコミ→田中専務
	14 日	 P マーク審査会・個人情報保護委員会（本部）
	16 日	 中国地協総会→原田副会長
	18 日	 P マーク現地審査（大阪）→田中専務
	19 日	 P マーク現地審査（京都）→田中専務
	20 日	 JP2026（１日目）→岡本会長、田中専務
	21 日	 JP2026（２日目）→岡本会長　　Pマーク現地審査（愛知）→田中専務
	22 日	 JP2026（３日目）→岡本会長、田中専務　　Pマーク現地審査（愛知）→笠原
	27 日	 東京グラフィックス総会→岡本会長、田中専務
	29 日	 東北地協総会（山形）→岡本会長
	 	 北海道支部総会（札幌）→田中専務
	30 日	 関東地協見学会（栃木）→岡本会長、田中専務

事・務・局・便・り
　皆様はじめまして。この度ジャグラ事務局の一員となりました賀山（かやま）と申します。
　私の苗字は少し珍しい漢字を使うので初対面の方に読み方を聞かれることもあります。この機会に
覚えていただけると嬉しいです。
　私生活では中学 2年生・小学 4年生、二人の子どもを育てる母親であり、子ども達にパワーをもら
いながら（慌ただしく）過ごしております。
　仕事においても一日も早く皆様のお力になれるよう努力していきたいと思っておりますのでどうぞ
よろしくお願いいたします。（賀山）

※「事務局便り」は本部事務局員が交替で執筆しています
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◎	企画 : ジャグラ広報委員会
担当理事
	 神山　明彦	 愛知・㈱カミヤマ /副会長
委員長
	 本村　豪経	 福岡・アイメディア㈱ /理事
委　員
	 東海林正豊	 秋田 /㈱東海林印刷
	 谷山　和也	 東京 /菁文堂㈱
	 野口　　聡	 東京 /㈱アクティブ
	 小澤孝一郎	 山梨 /㈱オズプリンティング
	 安達　睦男	 大分 /㈲舞鶴孔版
	 瀬尾　　淳	 広島 /㈱広瀬印刷
	 三宮　健司	 高知 /㈲三宮印刷
	 佐藤　愛子	 大分 /㈱クリエイツ.
	 西谷　　毅	 東京・文京 /西谷印刷㈱
	 松谷　勝広	 東京・文京 /㈱松谷メールサービス
	 笹井　靖夫	 東京・文京 /共立速記印刷㈱
	 田中　良平	 専務理事
◎	原稿・編集・校正
	 田中　良平　　阿部奈津子　　長野未奈美
	 笠原賢一郎　　賀山　良枝
	 以上、ジャグラ事務局
◎	渉　外　田中　良平　　
◎	広　告　田中　良平
◎	Ｗｅｂ　阿部奈津子
◎	動　画　笠原賢一郎
……………………………………………………
◎	組　版　㈱クリエイツ．（大分県支部）
　 ＤＴＰ＝Adobe CC ほか
　 フォント＝モリサワOTF/ モリサワ BIZ+ほか

　 �※�本誌の一部にユニバーサルデザインフォント
を使用しています

◎	製版 /印刷　㈲西村謄写堂（高知県支部）
	 ＲＩＰ＝ FUJIFILM WORKFLOW xmf
	 ＣＴＰ＝ Luxel T-6300（自現 : 富士フィルム XP-1310R）
	 刷　版＝ FUJIFILM SURERIA XP-F
	 印刷機＝ RYOBI 924D
	 インキ＝東洋インキ
	 用　紙＝三菱ニューＶマットＡ判 57.5kg

【雑学コラムお題の答え】　横浜駅
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ジャグラ

「単品損益管理の教科書」を発刊
収益改善と人財育成のツール

MIS 研究委員会
　MIS 研究委員会（稲満信祐委員長）はこのほど、会員企業
向けに収益改善と人財育成を支援する「単品損益管理の教科書」
（単品損益かんりのススメ）を発刊した。同書はジャグラコン
パクトDX事業の一つとして、単品損益管理をテーマとして
MIS 研究委員会が検証してきた取り組みをまとめている。
　単品損益とは何か、そのメリットやスループット調査票の活
用方法、実際のケースス
タディまでイラストを
ふんだんに使い、分かり
やすく掲載されている。
どんぶり勘定から脱却
するための実用書とし
て活用ください。追加購
入希望は、一冊 5,500 円
（税込、送料別）で販売。
問い合わせは、本部事務
局まで。

会員の動き

“ 秋田に恋してメモ帳 ” を企画制作
観光やイベント誘致のノベルティに

くまがい印刷
　秋田県支部のくまがい印刷（熊谷正司社長）は、（一社）秋
田観光コンベンション協会向けに、秋田市の魅力を情緒豊かに
伝えるオリジナルメモ帳『秋田に恋してメモ帳』を企画提案し、
制作した。
　同メモ帳は、観光誘致およびMICE 誘致での活用を想定し、
「秋田へ行ってみたい」という気持ちを自然に醸成することを
目的としたノベルティになる。
　開発の背景として、昨今、全国的なイベント、大会誘致が活
発化する中、“ 開催地としての魅力付け ” は自治体・観光団体
における重要なテーマとなっている。なかでも旅の印象は景色
や食だけでなく「空気感」や「人の温度」など感覚的な要素が

大きく影響する。そ
こでくまがい印刷は
秋田の空の広さ、光
の柔らかさ、人の温
かさ、文化など、「言
葉では説明しづらい
魅力」を日本語コピー
と描き起こしの線画
で表現したメモ帳を
企画。同商品は、秋
田市出身の若手新人
女性営業と、男鹿市出身の若手女性デザイナーがそれぞれの視
点を持ち寄りながら企画・制作した。
■ 主な特長
１）秋田市の情緒を表現したキャッチコピー 50 種
　例）「空が広い。秋田が待っている。」「おいしい旅がしたい
なら秋田。」「秋田のやさしさは、文化にも宿る。」観光・文化・
自然・人柄・イベント誘致の視点から制作した 50 種類のコピー
により、秋田市の魅力を多面的かつ感情的に伝える。
２）描き起こし秋田イメージイラスト
　写真では伝えきれない柔らかさや空気感を、手書きのオリジ
ナル線画で表現。ポスターやガイドパンフレットでは得られな
い「静けさ」や「空気の透明度」を感じられるデザイン。
３）持続的な PR 効果
　メモ帳は長期で使用される実用品。日々繰り返し手に触れる
ことで、“秋田市 ” が自然に記憶へ定着する。
　同社ではメモ帳を全国大会・学会参加者への配布や誘致活動
での自治体との意見交換時、商談会や展示会の資料添付品、観
光 PRブースでの配布、修学旅行誘致向けの配布・記念品など
長期的なブランディングツールとしての活用を想定している。
　今後の取り組みとして、本メモ帳の制作を皮切りに、観光地
売店やオンラインショップ等での販売を検討し、“秋田を持ち

帰る土産 ” としての普及を目
指すほか、秋田の魅力を伝え
るノベルティシリーズ（うち
わ、カレンダー、クリアファ
イル・しおり等）の展開を検
討し、秋田の情緒をデザイン
として形にする取り組みを継
続していくという。
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事務局日誌と
今後の予定
最新情報はHPでご確認ください

2 8 2 9



●
 発

行
 

一
般

社
団

法
人

 日
本

グ
ラ

フ
ィッ

ク
サ

ー
ビ

ス
工

業
会

 
●

 年
間

購
読

料
13,200

円
（

 税
込

／
会

員
の

購
読

料
は

会
費

に
含

む
）　

●
 Copyright 2026 JaG

ra
 

〒
103-0001　

東
京

都
中

央
区

日
本

橋
小

伝
馬

町
7-16 TEL 03-3667-2271　

 FAX 03-3661-9006　
https://w

w
w

.jagra.or.jp/
G

S N
o.893  2026.4


